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グローカルシティとは・・・ 

 「グローカル」とは、地球規模を意味するグローバル（global）と地域を意味する

ローカル（local）組み合わせた造語で、「地球規模の視点で考えながら、自分の地域

で活動する（think globally, act locally）」という意味を持つ日本発の英語です。 

 本市の国際化と多文化共生社会の形成を推進し、グローバルな視点とローカルな行

動力をもつ人々が集い、働き、学び、そして暮らすまちを目指すため、計画名称に「グ

ローカルシティ」という名称を用いています。 
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第１章 計画改訂に当たって 

 

１ 計画改訂の背景 

社会経済のグローバル化※1、ボーダレス化※2の進展や外国人住民の増加に伴い、本市では平

成 21（2009）年 2 月に市民・市民活動団体、事業者、行政等が協働し国際化を推進していく

ための具体的な施策の方向性を示すため、「たはらグローカルシティ推進プラン（田原市国際

化・多文化共生推進計画）」（以下、「前計画」という。）を策定し、グローバルな視点とローカ

ルな行動力を持つ人々が集い、働き、学び、そして暮らすまちを目指して、国際化・多文化共

生を推進する人づくりとまちづくりを進めてきました。 

この間、平成 20（2008）年 9月のリーマンショックによる世界同時不況や平成 23（2011）

年 3月に発生した東日本大震災などにより、愛知県内の外国人住民数は減少傾向が続いていま

すが、本市においては、中国を始めとするアジアの国々からの技能実習生の増加に伴い、外国

人住民数は増加傾向にあります。また、一方で本市の外国人宿泊者数は大幅に減少している状

況です。 

法制度面においては、平成 24（2012）年 7 月に住民基本台帳法の改正により外国人登録制

度が廃止され、外国人住民も日本人住民と同様に住民基本台帳に登録されるようになるなど、

外国人を一時的な滞在者としてだけではなく、共に暮らす地域住民として認識する視点が求め

られています。 

グローバル化の進展や少子高齢化による労働人口の減少を考えると、技能実習生を始めとす

る外国人住民は今後も増加するものと予想され、地域において国際化や多文化共生を推進する

必要性が高まっています。 

 平成 26（2014）年 3 月に前計画の期間が満了するに当たり、これまでの取り組みの成果と

課題・問題点、外国人住民を取り巻く現状を踏まえ、国際化・多文化共生社会の形成に向けた

取り組み内容を改めて見直し、今後の施策展開を明らかにしていくことが求められています。 

 

 

２ 計画の位置づけ 

  本計画は、平成 25（2013）年 

に策定した「改定版第１次田原 

市総合計画」を上位計画とする 

分野別計画の一つで、行財政分 

野における「国際化の推進」の 

方向性に沿った内容であり、他 

の関連計画とも整合を図ってい 

きます。 

また、愛知県が平成 25（2013） 

年 3月に策定した「あいち多文 

化共生推進プラン 2013－2017」 

「あいち国際戦略プラン」を参 
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考に、本市の実情や特性を踏まえた上で策定しています。 

 

●改定版 第１次田原市総合計画 

策定年月 平成 25（2013）年 3月策定 

将来像 うるおいと活力のあるガーデンシティ 

計画期間 平成 25（2013）年度から平成 34（2022）年度までの 10年間 

基本理念 みんなが幸福を実現できるまち 

施策の大

綱 

１ 市民環境分野 ～みんなでつくる美しいまち～ 

２ 健康福祉分野 ～笑顔とやさしさの満ちあふれるまち～ 

３ 産業経済分野 ～暮らしを支え、未来を創造するまち～ 

４ 都市整備分野 ～地域特性を活かした暮らしやすいまち～ 

５ 教育文化分野 ～ふるさとに学び、人がつなぐ人づくりのまち～ 

６ 消防防災分野 ～ともに築く安全なまち～ 

７ 行財政分野  ～協働と連携による健全経営のまち～ 

国際化に

関する事

項 

分野別計画  

７ 行財政分野 

≪７－１ 国際化の推進≫ 

（施策の目指す姿） 

・一人ひとりが、地球市民の一員として互いに尊重し合い、地球規模で考えながら、地

域から行動を起こすことができる「グローカルシティ」を目指します。 

・多様な国際交流・協力活動を通じて世界と協力・共生し、世界平和の実現に貢献しま

す。 

 

 

３ 計画期間 

  本計画の期間は、平成 26（2014）年度から平成 30（2018）年度までの５年間とします。な

お、期間内にあっても、社会情勢の変化など必要に応じて見直しを行います。 

 

 

４ 計画の改訂方法 

  本計画の改訂に当たっては、有識者、関係団体の代表者、公募市民等によって構成する「田

原市国際化・多文化共生推進計画検討会議」を設置し、それぞれの立場からご意見をいただき

ました。 

また、各分野の現状と課題、意向を把握するため、市役所の関係部署で組織する「田原市国

際化・多文化共生推進計画ワーキンググループ」を設置し、本市の実情に即した提案を行いま

した。 

さらに、計画案についてはパブリックコメントを実施し、広く市民の皆さんからのご意見を

反映した計画づくりとなるように努めました。 
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第２章 田原市の現状と課題 

 

１ 田原市のこれまでの取り組みと課題 

【これまでの取り組み】 

  本市では、平成 21（2009）年 2 月に前計画を策定し、４つの推進施策「１．多様な交流によ

り豊かな国際感覚をはぐくむ人づくり」「２．互いを尊重し快適に暮らせる多文化共生のまちづ

くり」「３．グローバルな産業活動が展開しやすい環境づくり」「４．市民が主役となる行政との

協働関係づくり」に基づき、以下のような取り組みを行ってきました。 

 

推進施策１：多様な交流により豊かな国際感覚をはぐくむ人づくり 

●国際理解を深めるため、毎年、中学生を姉妹友好都市へ派遣するとともに、姉妹友好都市か

らの中学生受入を行っています。また、たはら国際交流協会において、姉妹友好都市への市

民海外派遣を行っています。 

●姉妹都市であるアメリカ・ジョージタウン市にあるジョージタウン大学から ALT（外国語指

導助手）の招致を行っています。 

●平成 22（2010）年にはジョージタウン市と姉妹都市提携２０周年を迎え、双方で記念事業を

開催しました。 

●ラオス・サイタニー郡に対する農業支援として、サイタニー郡の農業事務所職員を研修生と

して受け入、バラの栽培技術や土づくりの研修を実施しました。また、現地でのバラの定植

支援や栽培指導を行うため、農業専門家をサイタニー郡に派遣するなどラオスのバラ栽培支

援を行いました。 

●田原市図書館開館１０周年記念企画のひとつ、「メッセージ from スコットライブラリーin ジ

ョージタウン」で、市民にもっと姉妹都市のことを知ってもらい、両市、両館の交流の輪が

広がるよう、ジョージタウン市にあるスコット郡公立図書館からのお祝いメッセージや写真

等の展示を行いました。 

 

推進施策２：互いを尊重し快適に暮らせる多文化共生のまちづくり 

 ●外国人住民が田原市内で生活する上で知っておくといい情報をまとめた、「生活ガイドブッ

ク」を６か国語（英語、中国語、韓国語、ポルトガル語、タガログ語、スペイン語）で作成

しました。また、多言語によるごみ収集カレンダー（英語、中国語、韓国語、スペイン語、

ポルトガル語）や防災マップ（英語、中国語）を作成しました。 

 ●外国人住民の相談事に対応するため、田原市社会福祉協議会が設置する「心配ごと相談」※3

へ多文化ソーシャルワーカー※4を配置しています。 

 ●英語教育の充実のため、市内全小中学校に ALT（外国語指導助手）を派遣しています。また、

小学校５、６年生の英語活動に英語指導助手を配置しています。 

 ●転入時に市の概要資料や防災マップ、ごみ収集カレンダー、119 番通報要領等を多言語化し

た生活情報資料（ウェルカムキット）※5を配布しています。 

 ●異なる文化をお互いに理解するため、異文化交流会、多文化研修会、外国語講座などのイベ

ントや講座を開催し、外国人と日本人との交流促進に取り組んでいます。 

●外国人親子を対象にした、「外国人ママの会」※6を年２回開催しています。 
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推進施策３：グローバルな産業活動が展開しやすい環境づくり 

 ●３か国語（英語、中国語、韓国語）の観光パンフレットを作成しました。 

 ●豊橋市、田原市、JA 豊橋、JA 愛知みなみで構成された「豊橋田原広域農業推進会議」に参

画し、平成 19（2007）年から農産物の輸出に取り組んでいます。 

 ●「ストップ温暖化大賞低炭素杯 2011」への参加や、国内外からの視察受け入れにより、環境

先進都市としての取り組みを国内外へ情報発信しています。 

 ●JETRO（独立行政法人日本貿易振興機構）※7 が出展する海外見本市等に企業誘致パンフレ

ット、観光パンフレット等を展示し、企業誘致策を展開しました。 

 

推進施策４：市民が主役となる行政との協働関係づくり 

 ●平成 24（2012）年度に、外国人への日本語の教え方や、日本語についての知識を学ぶ日本

語教室ボランティア養成講座を開催しました。 

 ●平成 25（2013）年度に、たはら国際交流協会は組織体制強化のため法人化を行いました。 

 

【目標数値の達成状況】 

  国際化と多文化共生を推進する取り組みは多岐な分野にわたるため、前計画では施策の達成

状況を総括して判断する指標として、市民意識調査の「満足度」と「重要度」を用いました。 

平成 19（2007）年度と平成 25（2013）年度のアンケート項目の変更により、単純に目標達

成状況の把握はしづらいものの、国際化・多文化共生に関する満足度と重要度とも、目標値は

達成されていない状況であり、国際化の必要性を周知していく必要があります。 

内  容 

現状値 

（平成 19 年度） 

⇒ 

内  容 

目標値 

（平成 25 年度） 

達成値 

（平成 25 年度） 

満足度 重要度 満足度 重要度 満足度 重要度 

姉妹都市、友好都

市との提携による

国際交流の推進 

8.5％ 25.2％ 

国際化の推進 
15％ 

以上 

40％ 

以上 
8.3% 18.1% 案内標示やパンフ

レットの多言語化

などによる多文化

共生の推進 

4.4％ 27.9％ 

                       

【残っている課題・問題点】 

●４つの海外都市と姉妹友好都市提携をし、中学生相互派遣や市民海外派遣を行っていますが、

市民全体への波及効果が少ないという現状があります。 

●多言語化された情報が、それを必要とする外国人住民に届くよう、情報発信の方法等につい

て検討する必要があります。 

●日本語教室の開催場所に偏りがあるため、日本語を学習する場を充実させる必要があります。 

●外国人住民の防災に対する意識啓発が必要です。 

●外国人住民のニーズや生活実態等を把握する必要があります。 

●ボランティアに携わる人材発掘と育成が求められます。 
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●得意分野を活かしたボランティア制度のシステムを整える必要があります。 

●田原市の特性を活かした外国人向けの観光資源の開発と活用が必要です。 
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２ 田原市の外国人住民の現状 

（１）外国人住民数の推移・比率 

 

 

区分 中国 フィリピン ブラジル 韓国・朝鮮 ペルー ベトナム アメリカ その他 合計
平成15年 212 106 60 43 39 - 11 20 491
平成16年 291 162 58 39 37 - 21 30 638
平成17年 372 204 67 47 33 - 15 33 771
平成18年 532 141 78 49 33 - 12 36 881
平成19年 608 160 61 51 27 - 10 49 966
平成20年 679 177 49 50 29 - 7 47 1,038
平成21年 755 189 51 51 31 12 8 15 1,112
平成22年 825 183 44 52 32 11 7 22 1,176
平成23年 909 182 40 51 28 8 7 20 1,245
平成24年 907 179 36 50 27 18 7 36 1,260
平成25年 865 198 28 47 20 34 5 58 1,255

                            資料：市民課《各年 3 月 31 日現在》 

※ベトナムは平成 20 年までは、その他でカウント 

 

  田原市の外国人住民数は平成 16（2004）年から増加傾向にあり、平成 25（2013）年 3 月

31 日現在、1,255 人（男 220 人、女 1,035 人）で人口の約 1.9％を占めており、約 52 人に 1

人が外国人住民という割合になっています。平成 25 年は若干減少したものの、平成 23（2011）

年からは、ほぼ横ばい状態が続いています。 
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 （２）国籍別外国人住民数 

 

 

 

 

 

 

田原市の外国人住民を国籍別に見ると、田原市の特徴として、中国が865人と圧倒的に多く、

全体の約 70％を占めています。次にフィリピン、韓国・朝鮮、ベトナム、ブラジルの順になっ

ています。平成 20（2008）年と比較した場合、傾向としては、ベトナムは 3 倍、中国は 1.3

倍、フィリピンは 1.1 倍に増えており、逆にブラジルは減少しています。 

  

中国 

679人 

(65.4%) 

フィリピン 

177人 

(17.1%) 

韓国・朝鮮 

50人 

(4.8%) 

ブラジル 

49人 

(4.7%) 

ペルー 

29人 

(2.8%) 
アメリカ 

7人 

(0.7%) 

その他 

47人 

(4.5%) 

【平成20年】 

資料：市民課《平成20年3月31日現在》 

中国 

865人 

(68.9%) 

フィリピン 

198人 

(15.8%) 

韓国・朝鮮 

47人 

(3.7%) 

ベトナム 

34人 

(2.7%) 

ブラジル 

28人 

(2.2%) 

ペルー 

20人 

(1.6%) 

アメリカ 

5人 

(0.4%) 

その他 

58人 

(4.7%) 
【平成25年】 

資料：市民課《平成25年3月31日現在》 

【その他の内訳】 

・英国１人 

・タイ１５人 

・インド１人 

・インドネシア１３人 

・シンガポール１人 

・バングラデシュ１人 

・マレーシア１人 

・台湾１人 

・フランス２人 

・ポルトガル１人 

・イラン１人 

・モンゴル１人 

・ネパール１９人 
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（３）在留資格別外国人住民数 

 

 

 

 

 

 

在留資格※8別に見ると、滞在が最長３年と短期間である技能実習※9が876人と圧倒的に多く、

全体の約 70％を占めています。また、日本人の配偶者等※10は 65 人で 5.2％、永住者※11195 人

と特別永住者※1238 人の合計は 233 人で 18.5％となっています。平成 20（2008）年と比較する

と、一定期間で帰国する技能実習の数が増加しています。 

 

※平成 22（2010）年 7 月に新しい研修・技能実習制度※13が施行され、それまで 1 年目を「研

修」、2 年目以降を「特定活動」とされていた技能実習制度の在留資格が 1 年目から「技能実習」

となりました。 

  

特定活動 

340人 

(32.8%) 

研修 

307人 

(29.6%) 

永住者 

154人 

(14.8%) 

日本人の配偶者等 

113人 

(10.9%) 

特別永住者 

41人 

(3.9%) 

定住者 

37人 

(3.6%) 

技能 

11人 

(1.1%) 

その他 

35人 

(3.4%) 
【平成20年】 

資料：市民課《平成20年3月31日現在》 

技能実習 

876人 

（69.8%） 

永住者 

195人 

（15.5%） 

日本人の配偶者等 

65人 

（5.2%） 

特別永住者 

38人 

（3.0%） 

定住者 

22人 

（1.8%） 

技能 

14人 

（1.1%） 

特定活動 

11人 

（0.9%） 

家族滞在 

10人 

（0.8%） 

その他 

24人 

（1.9%） 

【平成25年】 

資料：市民課《平成25年3月31日現在》 
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 （４）在留資格別／国籍別外国人住民数 

中国 フィリピン ブラジル
韓国
朝鮮

ペルー ベトナム 米国 その他 合計

永住者 58 80 21 6 20 2 2 6 195

特別永住
者

0 0 0 38 0 0 0 0 38

日本人の
配偶者等

26 30 2 3 0 0 0 4 65

技能実習 748 56 0 0 0 29 0 43 876

定住者 4 13 4 0 0 0 0 1 22

技能 14 0 0 0 0 0 0 0 14

家族滞在 10 0 0 0 0 0 0 0 10

特定活動 0 10 0 0 0 0 0 1 11

その他 5 9 1 0 0 3 3 3 24

在留資格な
し、未取得

0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 865 198 28 47 20 34 5 58 1,255

＜参考＞永住者と非永住者の別

区分 中国 フィリピン ブラジル
韓国
朝鮮

ペルー ベトナム 米国 その他 合計

永住者の
計

58 80 21 44 20 2 2 6 233

非永住者
の計

807 118 7 3 0 32 3 52 1,022

合計 865 198 28 47 20 34 5 58 1,255

資料：市民課《平成 25年 3月 31日現在》 

在留資格別／国籍別に見ると技能実習の中国が 748人と全体の 60％を占めているのが特徴で

す。 
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（５）校区別外国人住民数・割合 

地　区 校区
外国人住民
割合（％）

六連校区 593 (7) 866 (3) 922 (13) 1,788 (16) 0.9%

神戸校区 2,375 (69) 3,412 (30) 3,307 (82) 6,719 (112) 1.7%

大草校区 371 (4) 658 (0) 643 (12) 1,301 (12) 0.9%

東部校区 1,246 (32) 2,006 (14) 2,059 (34) 4,065 (48) 1.2%

南部校区 375 (1) 681 (2) 714 (1) 1,395 (3) 0.2%

童浦校区 2,759 (34) 4,005 (34) 3,007 (27) 7,012 (61) 0.9%

中部校区 2,626 (37) 3,467 (32) 3,355 (29) 6,822 (61) 0.9%

野田校区 917 (23) 1,686 (14) 1,686 (17) 3,372 (31) 0.9%

衣笠校区 2,435 (16) 3,218 (15) 2,736 (36) 5,954 (51) 0.9%

高松校区 464 (53) 775 (8) 860 (59) 1,635 (67) 4.1%

赤羽根校区 787 (87) 1,215 (6) 1,296 (96) 2,511 (102) 4.1%

若戸校区 502 (36) 923 (3) 954 (37) 1,877 (40) 2.1%

泉校区 1,218 (179) 1,863 (15) 1,992 (188) 3,855 (203) 5.3%

清田校区 756 (35) 1,179 (14) 1,218 (25) 2,397 (39) 1.6%

福江校区 1,431 (121) 2,048 (17) 2,324 (131) 4,372 (148) 3.4%

中山校区 1,423 (106) 2,337 (1) 2,514 (123) 4,851 (124) 2.6%

亀山校区 348 (35) 577 (1) 643 (37) 1,220 (38) 3.1%

伊良湖校区 256 (13) 414 (1) 445 (13) 859 (14) 1.6%

堀切校区 567 (48) 996 (10) 1,054 (47) 2,050 (57) 2.8%

和地校区 351 (27) 650 (0) 681 (28) 1,331 (28) 2.1%

21,800 (963) 32,976 (220) 32,410 (1,035) 65,386 (1,255) 1.9%

計

田原地区
（395人）

赤羽根地
区

（209人）

渥美地区
（651人）

世　　帯 男 女

  

 ※（ ）内は外国人住民数で、内数として表記       資料：市民課《平成 25 年 3 月 31 日現在》 

 

 校区別に見ると、泉校区が 203 人と最も多く、福江校区（148 人）、中山校区（124 人）、神

戸校区（112 人）と続き、渥美地区に多くの外国人住民が居住していることがわかります。 

 校区別の住民の総数における外国人住民の割合は、泉校区が 5.3％と最も多く、高松校区・

赤羽根校区が 4.1％、福江校区が 3.4％、亀山校区が 3.1％と続いています。 
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（６）男女別外国人住民数の推移 

 

                                資料：市民課《各年 3 月 31 日現在》 

 

男女別に見ると、男性に比べ女性が多いことが分かります。特に女性の増加は著しく平成 15

（2003）年の 367 人から平成 25（2013）年は 1,035 人と約 2.8 倍、668 人増加しています。 

 

 

（７）外国人宿泊者数の推移 

 

資料：商工観光課《各年１月～１２月の合計》 

 

外国人宿泊者数は平成 18（2006）年をピークに減少傾向にあり、平成 21（2009）年以降に、

大きく減少しています。 

 

124  133  146  172  187  217  223  223  212  224  220  

367  

505  

625  

709  
779  

821  
889  

953  
1,033  1,036  1,035  

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

男 女 

17,533  

19,946  20,358  19,995  

15,756  

8,230  

5,774  

2,248  
1,430  

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

外国人宿泊者数 
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第３章 計画の考え方 

 

１ 国際化・多文化共生を推進する意義 

（１）国際感覚豊かな人材の育成 

  外国との交流により異文化に触れることで、多種多様な価値観や生活習慣の違いを理解し、尊

重する開かれた人間性が培われ、グローバルな視野でものごとが考えられる国際感覚豊かな人材

の育成につながります。 

 

（２）住民の異文化理解の向上 

国際化や多文化共生のまちづくりを推進することで、地域住民の異文化を理解する感性を育み、

共に支え合う関係づくりが進みます。 

 

（３）連携と協働による地域づくり 

  行政、関係事業所、市民活動団体等が連携・協働することで、お互いの機能を発揮し合いなが

ら多文化共生のまちづくりを進めていくことにつながります。 

 

（４）地域の活性化 

 世界に開かれた地域社会づくりを推進することによって、地域社会の活性化がもたらされ、地

域産業・経済などに刺激と活力を与え、地域の魅力が高まります。 

  

 

２ 計画目標 

  本市は、農業や商工業に従事する外国からの技能実習生を数多く受け入れているという特徴が

あり、こうした実習生を含む様々な国の人が田原で働き、暮らしています。 

国際化や多文化共生を進めるためには、日本人住民と外国人住民の意識の隔たりを取り除き、

お互いの違いを認め合って、地域社会の一員として共に生きていくことが必要です。 

また、社会経済のグローバル化が今後一層進む中、国際感覚を持った人材を育て、グローバル

な産業活動が展開できる社会環境基盤を整えていくことによって、「人・モノ・情報」が活発に

行き交う、世界に開かれたまちを実現していくことが、これまで以上に求められています。 

そこで、私たち一人ひとりが、地球市民の一員として互いに尊重し合い、地球規模で考えなが

ら、地域から行動を起こすことができるまち「グローカルシティ」を目指していく姿を明確に表

し、そうしたグローバルな視点とローカルな行動力をもつ人々が集い、働き、学び、そして暮ら

すまちを実現していくため、前計画から引き続き、本計画でも計画目標を 

『人と文化が交流する世界に開かれたグローカルシティ』 

とし、総合計画で掲げたまちづくりの理念「みんなが幸福を実現できるまち」を目指します。 
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３ 基本方針 

  計画目標を実現するため、次の３つの基本方針を定め、国際化・多文化共生のまちづくりを進

めます。 

 

基本方針１：豊かな国際感覚をはぐくむ人づくり 

 姉妹・友好都市をはじめ、様々な国や地域との交流を通して、国際感覚豊かな人づくりを推進し

ます。 

 

基本方針２：誰もが暮らしやすい多文化共生のまちづくり 

 外国人住民が地域の一員として、安心して暮らせるまちづくりを推進します。 

 

基本方針３：グローバルな産業活動が発展しやすい環境づくり 

 グローバルな視点を取り入れた産業活動が積極的にできるような社会環境基盤づくりを推進し

ます。 

 

４ 数値目標 

 本計画を推進するため、数値目標を設定します。 

指標 
現状値 

【平成 24年度】 

目標値 

【平成 30年度】 

多文化交流事業参加者数 

（国際理解講座、JICA※14研修員との交流会、多文

化研修会、料理教室等への参加者数） 

３３０人 ５００人 

市ホームページの多言語版アクセス数 ― ３，０００件 

防災訓練に参加している外国人住民の割合 
２．７％ 

（平成 25年実績） 
１００％ 

日本語教室学習者数 ５７人 １２０人 

日本語教室ボランティア講師の数 

（日本語教室で実際に教えているボランティア講

師の数） 

３１人 ６０人 
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第４章 施策の展開 

１ 体系図 

 計画目標を実現するため、それぞれの基本施策における施策の方向性・主な事業を次のように定めます。 

計画目標 人と文化が交流する世界に開かれたグローカルシティ 

 

  【基本方針】  【目指す姿（ビジョン）】   【基本施策】     【施策の方向性】 【主な事業】  

 

                                             

                                             №１～８ 

 

                                    

                                             №９～11 

 

 

 №12～20 

 

 

 №21～22 

 

 

  

№23～24 

 

 

 №25～27 

 

 

 №28～29 

 

 

 №30～33 

 

 

 №34 

 

 

 №35～38 

 

 

                                             №39～40 

                                

 

                                             №41～43 

 

１ 豊かな国際

感覚をはぐくむ

人づくり 

・文化や芸術、スポー

ツなど幅広い分野での

交流が行われている 

・市民レベルでの交流

が行われている 

・海外派遣に参加した

生徒や市民が国際交流

活動に参加している 

１ 国際交流・協力の推進 

２ 国際理解の促進 

(１) 国際交流及び地

域での国際協力活

動の推進 

(１) 国際理解教育の

推進 

２ 誰もが暮ら

しやすい多文化

共生のまちづく

り 

・外国人住民に必要な

情報が伝わっている 

・通訳、翻訳サポート

体制が構築され、必要

な時に依頼できるシス

テムが整っている 

・日本語を学習できる

機会が提供され、日本

語教室の参加者が増加

している 

・外国人住民も日本人

住民同様行政サービス

を利用できている 

・地域において相互理

解が図られている。 

１ コミュニケーション

支援 

２ 生活支援 

(１) 生活情報の支援 

(２)  日本語・日本の

生活習慣等の学習

支援 

(１) 子育て・教育支援 

(２) 医療・保健・福祉

支援 

(３) 災害に対する備

えの充実 

３ 多文化共生の地域づ

くり 

(１) 多文化共生意識

の啓発 

(２) 地域コミュニテ

ィへの参画促進 

(３) 市民活動の促進 

(１) 農業の国際展開 

(２) 外国人旅行者の

誘致 

１ 経済の国際展開へ

の対応 

・田原市の農産物や加

工品が海外で評価さ

れ、海外販路の開拓が

図られている。 

・田原市を訪れる外国

人旅行者が増加してい

る。 

３ グローバル

な産業活動が発

展しやすい環境

づくり 



15 

２ 施策の基本方針と基本施策 

基本方針１：豊かな国際感覚をはぐくむ人づくり 

 本市では、姉妹・友好都市、愛知万博のフレンドシップ国をはじめ、多様な国や地域との国際

交流・国際協力活動を展開しています。こうした活動を通して、国際感覚豊かな人づくりを推進

します。 

 

１ 国際交流・協力の推進 

（１）国際交流及び地域での国際協力活動の推進 

【現状と課題】 

本市では、アメリカジョージタウン市、プリンストン市及びギブソン郡、中国昆山市、韓国

銅雀区の３か国４都市と姉妹友好都市提携し、それぞれの提携の趣旨を踏まえながら交流を深

めています。これら姉妹友好都市との交流事業は、中・高校生の相互派遣が中心となっており、

市民全体への波及効果が少ないことが課題となっています。今後は引き続き今の交流事業を継

続させるとともに、新たな分野での交流や市民主体の交流を推進していくことが求められます。 

国際協力活動については、昭和 63（1988）年度から、毎年 JICA（国際協力機構）による各

国行政職員の専門研修の受け入れを行っています。また、JICA 研修員受け入れ時にはホーム

ステイを実施し、日本の暮らし日本の生活や文化に触れていただいています。今後も JICA 等

関係機関との連携を図りながら、本市の特徴を活かした国際協力活動を推進していくことが求

められています。 

 

【方向性】 

・市民や児童・生徒が異文化に触れ、国際理解を深められるよう、現行の交流事業を継続する

と共に、新たな分野での交流や市民活動団体が主体的に取り組む交流活動を推進します。 

 ・JICA 等と連携し、地域での国際協力を推進します。 

 

【施策の展開】 

№ 主な事業 事業の内容 

    計画対象年度 □：事業担当課・

機関等 

○：連携・協働 

H25 

年度 

H26 

年度 

H27 

年度 

H28 

年度 

H29 

年度 

H30 

年度 

１ 姉妹友好都市

との交流 

 

友好親善及び異文化理解を深めるた

め、姉妹友好都市との交流を行いま

す。 

※周年事業、相互派遣事業、市民海外

派遣など 

継続 → → → → → 

□広報秘書課、市

民活動団体 

○市民 

２ 中学生海外派

遣事業 

直接異文化に触れ、国際理解を深めら

れるよう、今後も中学生の相互派遣を

継続して行います。 

 

継続 → → → → → 
□学校教育課 

○学校 

３ 小中学校の交

流事業の充実 

絵画や写真等の交換、インターネット

による情報交換等、派遣以外の交流機

会を設けます。 

継続 → → → → → 
□学校教育課 

○学校 
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外国人との触れ合いや、異文化体験を

通して、多くの児童生徒が相互理解の

大切さを学べるよう、国内における国

際交流を実施します。【新規】 

※イングリッシュキャンプ開催 

 検討 実施 → → → 
□学校教育課 

○学校 

４ 文化・スポーツ

交流 

青少年交流やスポーツ交流等、交流都

市との文化・スポーツ分野における自

主的な交流活動を支援します。 

継続 → → → → → 
□生涯学習課 

○市民活動団体 

海外との食を通した交流を行います。

【新規】  実施 継続 → → → 

□渥美半島観光

ﾋﾞｭｰﾛｰ 

○商工観光課 

５ 国際交流活動

の PR 

交流活動を PR するため、市ホームペ

ージ、広報たはら、新聞等報道機関を

より積極的に活用します。 

継続 → → → → → □広報秘書課 

６ 海外派遣等の

経験を活かし

た国際交流・多

文化共生事業 

海外派遣等の経験がある生徒や市民

が成果や経験を活かし、国際交流や多

文化共生事業に参加できる機会を提

供します。【新規】 

※市内の中学や高校への国際交流活

動の PR やボランティアの協力依頼 

 検討 実施 → → → 

□市民活動団体、

広報秘書課、 

○学校教育課、学

校 

７ 

 

JICA 研修生受

け入れによる

国際協力活動 

農業分野の研修生受け入れを継続す

るとともに、本市の特性を活かした国

際協力活動を行います。 

※JICA 集団研修「流域水管理に基づ

くかんがい排水」コース研修員、ODA

研修員受け入れ 

継続 → → → → → 
□広報秘書課 

○各課 

ホームステイ等により、日本の暮らし

に触れていただく機会を提供します。 

※JICA 研修員受け入れ時のホームス

テイ実施 

継続 → → → → → 

□広報秘書課 

○市民、市民活動

団体 

８ 様々な交流た

めの連携・協力

体制づくり 

成章高校とジョージタウンの姉妹校

スコット高校、渥美農高とオランダの

姉妹校ウェラントン・カレッジの自主

的な交流活動を促進するため、生徒の

派遣・受け入れを支援します。 

継続 → → → → → 

□学校教育課、 

広報秘書課 

○学校 

 市民活動団体による交流・協力活動を

充実するため、団体間の連携と協力に

よる市民交流を支援します。 

継続 → → → → → 
□広報秘書課 

○市民活動団体 
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２ 国際理解の促進 

（１）国際理解教育の推進 

【現状と課題】 

本市では昭和 63（1988）年度から外国語指導助手（ALT）招致事業を実施し、小中学校で

の英語教育と国際理解教育を実施しています。また、市民の異文化理解や関心を高めるために、

外国語講座や異文化紹介イベントなども開催しています。 

異文化理解を推進するためには、一人ひとりが異なる文化を理解し、お互いを尊重すること

が重要であり、市民の国際理解を深めるために外国語や異文化を学習する機会の充実が求めら

れています。 

 

 【方向性】 

・国際感覚を磨き、国際社会に対応できる人材を育成するため、学校教育や生涯学習の場にお

いて、外国語や異文化を学ぶ機会を提供します。 

 

 【施策の展開】 

№ 主な事業 事業の内容 

    計画対象年度 □：事業担当課・

機関等 

○：連携・協働 

H25 

年度 

H26 

年度 

H27 

年度 

H28 

年度 

H29 

年度 

H30 

年度 

９ 小中学校の英

語教育活動事

業 

全小中学校に外国語指導助手（ALT）

を派遣するとともに、小学校５、６

年生の英語活動に英語指導助手を配

置し、国際理解につながる学習機会

を提供します。 

継続 → → → → → 
□学校教育課 

○学校 

10 外国語講座の

開催 

外国語講座を通して、言葉だけでな

く異文化に対する理解を深める機会

を提供します。 

継続 → → → → → □市民活動団体 

11 異文化を学ぶ

ためのイベン

トの開催 

外国人が講師となり、幅広い年代で

参加できるイベントを開催します。 継続 → → → → → 
□市民活動団体、

広報秘書課 
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基本方針２：誰もが暮らしやすい多文化共生のまちづくり 

 技能実習生や国際結婚等で本市に暮らしている方を始めとする外国人住民が、地域の一員とし

て安心して暮らすことができるよう、多言語や「やさしい日本語」による情報提供や日本語教室

の充実など、コミュニケーション支援と生活支援を行います。国際結婚等で本市に暮らしている

方が地域社会に参画しやすい環境づくりを進めるとともに、一定期間で帰国する技能実習生には

「田原は第二のふるさと」だと思われるような多文化共生社会の形成をめざします。 

 

１ コミュニケーション支援 

（１）生活情報の支援 

【現状と課題】 

 本市の外国人住民数は 1,255 人｛平成 25（2013）年 3 月 31 日現在｝で、約 52 人に 1 人が

外国人住民となっています。本市では、多言語による外国人向け生活ガイドブックやゴミ収集

カレンダー、防災マップなどを作成しています。しかし、こういった情報が必ずしもそれを必

要とするすべての外国人住民に届いているとは言えません。また、自分に必要な情報を入手す

ることや、手続き方法や制度の内容を理解するのが困難な人もいます。日本語が十分に理解で

きない外国人住民が、地域社会で生活する上で必要な生活情報を把握し、利用できるよう情報

発信をすることが求められています。 

 

【方向性】 

・外国人住民が生活に必要な情報を簡単に入手し、生活の利便性が向上するよう情報の伝達手

段の充実に努めます。 

・外国人住民が理解できるよう、多言語や「やさしい日本語※13（ルビふり、平易な表現）」に

よる情報提供に努めます。 

・日本語を母語としない外国人住民のコミュニケーションを支援するため、通訳・翻訳ボラン

ティア制度の構築を図ります。 

 

【施策の展開】 

№ 主な事業 事業の内容 

    計画対象年度 □：事業担当課・

機関等 

○：協働・連携 

H25 

年度 

H26 

年度 

H27 

年度 

H28 

年度 

H29 

年度 

H30 

年度 

12 外国人相談窓

口の充実 

「心配ごと相談」のほか、市民活動

団体と連携した相談窓口の充実を図

ります。【拡充】 

 

 

 
検討 

実施 
→ → → → 

□広報秘書課、地

域福祉課 

○社会福祉協議

会、市民活動団体 

13 外国人向け生

活ガイドブッ

クの作成・配布 

外国人向け生活ガイドブックを随時

更新し、配布します。 

※年１回更新、６か国語で作成（英

語、中国語、韓国語、ポルトガル語、

タガログ語、スペイン語） 

転入時、実習生研修時等に配布。 

 

継続 → → → → → 
□広報秘書課 

○各課 
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14 市ホームペー

ジの多言語化 

市ホームページを多言語化し、内容

を充実させます。【拡充】 

※現在の３か国語（英語、中国語、

韓国語）に加え、外国の方が利用し

やすいようニーズに応じた言語を検

討・追加します。 

 検討 実施 → → → □広報秘書課 

15 生活情報の多

言語化等の推

進 

生活に必要な市政情報の多言語化や

「やさしい日本語」使用を推進する

とともに、職員や市民への「やさし

い日本語」講座を開催し、啓発を図

ります。【拡充】 

※ごみ収集カレンダー：５か国語で

作成（英語、中国語、韓国語、ポル

トガル語、スペイン語） 

ミニ要覧：３か国語で作成（英語、

中国語、韓国語） 

 
検討

実施 
→ → → → 

□広報秘書課、 

各課 

16 公共案内看板

等のユニバー

サル化の推進 

公共案内看板等の多言語表記や図案

化表記（ピクトグラム※16等）を推進

します。 

継続 → → → → → □各課、愛知県 

17 通訳・翻訳サポ

ート体制の充

実 

必要に応じて協力が得られるよう、

通訳・翻訳サポート制度の構築を図

ります。【拡充】 

 検討 実施 → → → 
□市民活動団体 

○広報秘書課 

18 意見交換会・意

識調査の実施 

重点施策  

外国人住民の現状やニーズ等を把握

するため、関係団体等との意見交換

会や意識調査を実施します。【新規】 
 

検討 

実施 
継続 → → → 

□広報秘書課 

○受け入れ機関、

市民、市民活動団

体 

19 ウェルカムキ

ットの内容の

充実 

転入時に配布している「ウェルカム

キット（英語、中国語等）」の中身を

随時更新して内容の充実を図りま

す。 

継続 → → → → → 
□広報秘書課 

○各課 

20 図書館機能の

充実 

重点施策  

異文化交流や情報収集のために、図

書館機能を充実させます。【新規】  実施 継続 → → → □図書館 

 

 （２）日本語・日本の生活習慣等の学習支援 

【現状と課題】 

 外国人住民は、日本語が十分に理解できないことによるコミュニケーション不足で人間関係

に支障が生じる場合があります。NPO 法人たはら国際交流協会やあかばねひらがなの会におい

て日本語教室を開催していますが、スタッフはボランティアであり、実際に活動できる日本語

指導スタッフが不足しています。 

また、市内に住む 1,255 人の外国人住民の約半数が渥美地区に住んでおり、渥美地区に住む

外国人住民の受講が難しい現状にあります。 

  日本語を学ぶだけでなく、交流や情報交換、日本の生活について学ぶ場としても、日本語教
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室の役割がますます重要となっています。 

 【方向性】 

・外国人住民が地域の中で生活していくために必要な日本語コミュニケーション能力を向上さ

せるため、日本語を学ぶことができる機会を増やし、さらに既存の日本語教室の周知を図り

ます。 

・外国人住民が日本語を学ぶ機会を充実するため、日本語を教えるボランティアスタッフの育

成に努めます 

 

 【施策の展開】 

№ 主な事業 事業の内容 

    計画対象年度 □：事業担当課・

機関等 

○：連携・協働 

H25 

年度 

H26 

年度 

H27 

年度 

H28 

年度 

H29 

年度 

H30 

年度 

21 

 

日本語を学習す

る機会の拡充 

重点施策  

市民活動団体が開催している日本語

教室について、開催場所を増やすな

ど、外国人住民が参加しやすい環境を

整備します。【拡充】 

 検討 実施 → → → 
□広報秘書課 

○市民活動団体 

日本語講師等の養成講座及びフォロ

ーアップ研修を充実するなど、ボラン

ティアの育成を図ります。【拡充】 

 検討 実施 → → → ○広報秘書課 

22 

 

 

日本社会につい

て学ぶ機会の提

供 

日本におけるルールやマナー、生活習

慣について学べる機会を提供します。 

※生活ガイドブックの配布、技能実習

生受け入れ時の研修等 

継続 → → → → → 

□広報秘書課、受

け入れ機関、市民

活動団体 

 

２ 生活支援 

（１）子育て・教育支援 

【現状と課題】 

 本市では、外国人の母親が地域や家庭の中で孤立することなく、安心して妊娠・出産・育児

が行えるよう「外国人ママの会」や、日本の家庭料理を作れるようになり、家族に美味しい食

事を提供することで、日本での生活に自信が持てるよう「おうちごはんクラブ」※17を実施して

います。 

外国人の母親が安心して出産や子育てができるようになるためには、言葉の問題や習慣の違

いによる不安を解消する必要があります。 

また、外国人児童・生徒の中には日常会話はできても、学習言語が十分でないケースがありま

す。国籍に関わらず、すべての子どもが安心して教育を受けることができる環境づくりが必要

であり、日本語指導の必要な児童・生徒の日本語学習支援の充実が求められます。 

 

【方向性】 

・妊娠・子育てに関する不安を軽減するため、外国籍の親子が集まる機会の提供に努めます。 

・外国にルーツを持つ児童・生徒が未来へ希望を持ち、その力を日本の地域社会において発揮

できるよう、日本語教育の充実を図ります。 
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【施策の展開】 

№ 主な事業 事業の内容 

    計画対象年度 □：事業担当課・

機関等 

○：連携・協働 

H25 

年度 

H26 

年度 

H27 

年度 

H28 

年度 

H29 

年度 

H30 

年度 

23 

 

 

母子保健の充

実による子育

て支援 

子育て等の情報交換の場を提供します。 

※外国人ママの会、おうちごはんクラブ 
継続 → → → → → □健康課 

乳幼児健診の通知や各種問診票などの

多言語化と、必要に応じた通訳サポート

を行います。 

継続 → → → → → □健康課 

児童養育問題、ＤＶ等に対応するため、

通訳を伴った個別対応及び県国際交流

協会の多言語相談や多文化ソーシャル

ワーカーとの連携を図ります。 

継続 → → → → → 

□子育て支援課 

○愛知県国際交

流協会 

24 

 

小中学校の就

学支援 

日本語教育の必要な児童生徒数に応じ

て、県の「日本語教育適応学級担当教員」

を配置します。 

継続 → → → → → 
□学校教育課 

○愛知県 

学校や学級からの通知文など、外国人の

保護者が理解できるよう、「やさしい日

本語」使用を推進します。 

継続 → → → → → 
□学校教育課 

○学校 

 

 （２）医療・保健・福祉支援 

【現状と課題】 

  海外から日本に来て不安に感じることの一つに病気やけがの問題があります。外国人住民が

受診する時は、家族や事業主が通訳として同行するケースが多いことから、「特に言葉で困る

事はない」との認識ですが、医師に病状を伝えるのが難しく通訳の面では十分とは言えない場

合があります。 

  言葉による障害をなくし、外国人住民も医療・保健・福祉のサービスを適正に受けられるよ

う、行政サービスの情報提供をする必要があります。 

 

【方向性】 

・受診時のコミュニケーションや医療制度に関する不安をなくし、安心して医療機関を利用で

きるよう、「あいち医療情報ネット」や「あいち医療通訳システム」の活用を推進します。 

・多言語や「やさしい日本語」による医療・保健・福祉などに関する情報の提供を図ります。 

  

【施策の展開】 

№ 主な事業 事業の内容 

    計画対象年度 □：事業担当課・

機関等 

○：連携・協働 

H25 

年度 

H26 

年度 

H27 

年度 

H28 

年度 

H29 

年度 

H30 

年度 

25 

 

医療・保健サー

ビスにおける

情報提供 

愛知県の「あいち医療情報ネット」や

「あいち医療通訳システム」を活用し、

多言語で対応できる医療機関等の情報

提供を図ります。 

継続 → → → → → 
□健康課、愛知県 

○医療機関 
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母子健康手帳や予防接種などに関する

情報を多言語や「やさしい日本語」で

提供します。 

継続 → → → → → □健康課 

26 

 

生活困窮者へ

の対応の充実 

生活保護制度について、多言語や「や

さしい日本語」で情報提供します。【新

規】 

 検討 実施 → → → □地域福祉課 

27 

  

 

高齢者・障害者

福祉への対応

の充実 

老人福祉や障害者福祉制度について、

多言語や「やさしい日本語」で情報提

供します。【新規】 

※福祉の手引きの多言語化等 

 検討 実施 → → → □地域福祉課 

 

 （３）災害に対する備えの充実 

【現状と課題】 

 救急や防災に関しては、実習生の受け入れ機関等の要請を受け、救急講習や防災講習会等を

実施しています。また、校区会長及び自主防災会長を通じて、外国人住民の防災訓練参加への

呼びかけを行っています。しかし、雇用主等に情報が伝わらないこともあり、地域の自治会が

開催する防災訓練への外国人住民の参加はほとんど見られない状況です。災害発生時に備え、

外国人住民が安心して日常生活を送ることができるよう、非常時に対応できる体制づくりが求

められています。 

 

 【方向性】 

・いつ起こるかわからない災害や緊急事態に備え、外国人住民も自分で身を守ることができる

よう、また、地域の一員として支援活動等に携わることができるよう、意識啓発と防災訓練

への参加促進に取り組みます。 

 

 【施策の展開】 

№ 主な事業 事業の内容 

    計画対象年度 □：事業担当課・

機関等 

○：連携・協働 

H25 

年度 

H26 

年度 

H27 

年度 

H28 

年度 

H29 

年度 

H30 

年度 

28 

 

緊急・災害時等

の情報伝達手

段の多言語化

等 

重点施策  

防災マップ、防災関連情報等の多言語

化や「やさしい日本語」による情報発

信を行います。 

※防災マップ：２か国語で作成（英語、

中国語） 

継続 → → → → → □防災対策課 

29 

 

防災意識の啓

発 

重点施策  

自主防災会や事業者等を通じ、外国人

住民が地域の防災訓練等に参加できる

環境づくりに努めます。【拡充】 

検討 

実施 
→ → → → → 

□地域ｺﾐｭﾆﾃｨ団

体、事業者、防災

対策課 
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３ 多文化共生の地域づくり 

（１）多文化共生意識の啓発 

【現状と課題】 

 多文化共生の地域づくりを推進していく上では、日本人住民も外国人住民もお互いを理解し

認め合うことが大切です。日本の生活に溶け込もうと努力している人に対しては、温かく受け

入れる意識を地域社会で広め、また、こうした意識を外国人住民にも知ってもらうことによる

相互の信頼関係の構築が求められます。 

 

【方向性】 

・多文化共生に関する理解と認識を深め、異文化に触れる機会を通して相互理解の促進を図り

ます。 

 

【施策の展開】 

№ 主な事業 事業の内容 

    計画対象年度 □：事業担当課・

機関等 

○：連携・協働 

H25 

年度 

H26 

年度 

H27 

年度 

H28 

年度 

H29 

年度 

H30 

年度 

30 

 

多文化共生 PR

イベントの開

催 

相互理解を図るため、外国人住民と日

本人住民が交流できるイベントを開催

します。 

継続 → → → → → 
□市民活動団体、

広報秘書課 

31 

 

多文化共生に

ついての意識

啓発 

多文化共生意識を啓発するため、多文

化共生理解講座等を開催します。 継続 → → → → → □広報秘書課 

32 

 

地域における

多文化共生理

解の推進 

外国人住民に対する偏見、差別を生ま

ないため、人権啓発活動を行います。 継続 → → → → → 
□地域福祉課、人

権擁護委員 

33 技能実習生の

受け入れ支援 

雇用主への制度周知や労働関係法令に

基づく適正な雇用管理により、実習生

が安心して技能実習の目的が達成でき

るよう支援します。 

継続 → → → → → 
□受け入れ機関 

○農政課 

 

 （２）地域コミュニティへの参画促進 

【現状と課題】 

国際結婚等で地域に入ってくる外国人の方たちは、家庭の事情や仕事の都合により、一定期

間地域に住んでいても、スムーズに地域コミュニティへ参画している人ばかりではありません。

これらの皆さんが、早く地域に溶け込めるように支援していく必要があります。 

また、技能実習生は限られた期間の滞在であり、言葉の問題や技能実習の都合により地域の

人たちとの接触は限られているのが現状です。 

日本人同士の間柄と同様、技能実習生や国際結婚等で地域に入ってくる外国人の方たちとの

関係においても、お互いのコミュニケーションと社会参画が大切であり、地域コミュニティの

一員としてお互いに「顔の見える関係」を築くため、地域活動へ参画しやすい環境を整備する

ことが求められています。 
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【方向性】 

・外国人住民と日本人住民との交流の促進を図るため、外国人住民が地域社会に参画しやすい

環境づくりを推進します。 

 

【施策の展開】 

№ 主な事業 事業の内容 

    計画対象年度 □：事業担当課・

機関等 

○：連携・協働 

H25 

年度 

H26 

年度 

H27 

年度 

H28 

年度 

H29 

年度 

H30 

年度 

34 

 

地域コミュニ

ティにおける

交流機会の創

出 

重点施策  

あいさつ運動を推進します。 
継続 → → → → → 

□市民、地域ｺﾐｭﾆ

ﾃｨ団体 

親睦行事や環境美化活動、自主防災活

動など地域行事への参加を促進するた

めの情報提供を行います。 

継続 → → → → → 

□市民、地域ｺﾐｭﾆ

ﾃｨ団体 

○各課 

 

（３）市民活動の促進 

【現状と課題】 

 市民意識調査では、国際交流（協力）に関するボランティア経験のある人は 4.0％と極端に

低い数値となっています。本市の国際化・多文化共生の推進のため、市民・市民活動団体が主

体となって活動しやすいよう、行政との役割分担を明確にしながら、協働体制を築いていくこ

とが求められます。 

また、行政は市民が主体となれるよう、様々な市民活動団体を育成・支援し、市民公益活動

を促進することが求められています。 

 

【方向性】  

・市民による活動を促進するため、市民・市民活動団体・行政等の役割分担と協働関係を構築

します。また、ボランティア登録制度の充実や、海外派遣経験者が各種事業に参加できる機

会を提供し、国際交流や多文化共生に携わる人材の育成を図ります。 

 

【施策の展開】 

№ 主な事業 事業の内容 

    計画対象年度 □：事業担当課・

機関等 

○：連携・協動 

H25 

年度 

H26 

年度 

H27 

年度 

H28 

年度 

H29 

年度 

H30 

年度 

35 

 

市民活動団体

と行政の協働

体制の確立 

市からの事業委託、自主活動への補

助・共催・後援等、お互いの役割を明

確にし、行政との協働体制を確立しま

す。 

継続 → → → → → 
□広報秘書課 

○市民活動団体 

36 

 

 

企画提案型の

補助事業の活

用 

「市民協働まちづくり事業補助金制

度」や（公財）愛知県国際交流協会の

「国際交流推進事業費補助金」等の各

種補助事業の積極的な活用を図りま

す。 

継続 → → → → → 

□市民、市民活動

団体 

○市民協働課、愛

知県国際交流協

会 
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37 

 

得意分野を活

かしたボラン

ティア登録制

度の充実 

通訳・翻訳、日本語指導など得意分野

を活かしたボランティア登録制度の充

実を図ります。【拡充】 

 
検討

実施 
→ → → → 

□市民活動団体 

○広報秘書課 

日本語講師等の養成講座及びフォロー

アップ研修を充実するなど、ボランテ

ィアの育成を図ります。（再掲№21）【拡

充】 

 検討 実施 → → → □広報秘書課 

38 

 

海外派遣等の

経験を活かし

た国際交流・多

文化共生事業

の推進 

 

海外派遣等の経験がある生徒や市民が

成果や経験を活かし、国際交流や多文

化共生事業に参加できる機会を提供し

ます。 

（再掲№6）【新規】 

※市内の中学や高校への国際交流活動

の PR やボランティアの協力依頼。 

 検討 実施 → → → 

□市民活動団体、

広報秘書課 

○学校教育課、学

校 

 



26 

基本方針３：グローバルな産業活動が発展しやすい環境づくり 

 農業・観光・商工業など、あらゆる産業活動において、グローバルな視点を取り入れ、この地

域で積極的な展開が図られるよう、経済の国際展開のための総合的な社会環境基盤づくりを推進

します。 

 

１ 経済の国際展開への対応 

（１）農業の国際展開 

【現状と課題】 

 TPP（環太平洋戦略的経済連携協定）や FTA（自由貿易協定）が進む中で、今後の農業はグ

ローバル化が進み、激しい国際競争が予想されます。全国有数の農業産出額を誇る田原市では

国の政策と歩調を合わせ、新たな販路として海外への輸出ルートを開拓することが求められま

す。 

その取り組みの一環として、本市では（財）自治体国際化協会シンガポール事務所へ職員を

派遣し、現地の食習慣や嗜好、輸送、販売手法等の調査を行っているほか、海外物産展に出展

し田原市産農産物に対する現地の人の反応を確かめるなどの取り組みを行っています。 

 また、本市では中国を始めとする技能実習生を多く受け入れているという特徴があります。

技能実習制度の趣旨を踏まえつつ、実習生が技能実習の目的を達成できるよう支援することが

求められています。 

 

【方向性】 

・（財）自治体国際化協会や豊橋田原広域農業推進会議との連携により、農産物輸出ルートの調

査・研究を行います。 

・実習生が技能実習の目的を達成できるよう、制度の周知や適正な雇用管理による支援を行い

ます。 

 

【施策の展開】 

№ 主な事業 事業の内容 

    計画対象年度 □：事業担当課・

機関等 

○：連携・協働 

H25 

年度 

H26 

年度 

H27 

年度 

H28 

年度 

H29 

年度 

H30 

年度 

39 

 

農産物輸出ル

ートの開拓支

援 

海外物産展への出展や現地バイヤー招

聘等を実施し、農産物の海外展開の調

査、研究を行ないます。 

実施 継続 → → → → 

□農政課 

○豊橋田原広域

農業推進会議 

40 

 

技能実習生の

受け入れ支援 

雇用主への制度周知や労働関係法令に

基づく適正な雇用管理により、実習生が

安心して技能実習の目的が達成できる

よう支援します。（再掲№33） 

継続 → → → → → 
□受け入れ機関 

○農政課 

 

（２）外国人旅行者の誘致 

【現状と課題】 

日本を訪れる外国人の数は、平成 23（2011）年は東日本大震災の影響で減少しましたが、徐々

に回復し平成 24（2012）年は 836 万人でした。 

本市においては、ピーク時は 2 万人いた外国人宿泊者が平成 21（2009）年度以降、大幅に
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減少しています。 

訪日外国人旅行者（インバウンド）だけでなく、日本国内に住む外国人旅行者を受け入れる

ため、本市の観光資源の魅力を活かすとともに、周辺の魅力ある地域と一体となった広域的な

取り組みが求められています。 

 

【方向性】 

・田原市の特性を活かした観光資源の発掘と PR に取り組みます。 

・多言語の観光パンフレットを作成し、海外からの観光客に情報提供を行います。 

 

【施策の展開】 

№ 主な事業 事業の内容 

       計画対象年度  □：事業担当課・

機関等 

○：連携・協働 

H25 

年度 

H26 

年度 

H27 

年度 

H28 

年度 

H29 

年度 

H30 

年度 

41 

 

観光資源の開

発と活用 

東三河、昇龍道など広域的な連携により

魅力ある観光ルートの開発・PR を行い

ます。 
継続 → → → → → 

□広域観光関係組

織 

○渥美半島観光ﾋﾞ

ｭｰﾛｰ、商工観光課 

サーフィン世界大会等多様なメディア

に情報発信することで、本市の魅力を国

内外に PR できる取り組みを支援しま

す。 

継続 → → → → → 

□同大会実行委員

会 

○渥美半島観光ﾋﾞ

ｭｰﾛｰ、商工観光課 

海外からの修学旅行や研修旅行の誘致

を行います【新規】 実施 継続 → → → → 

□渥美半島観光ﾋﾞ

ｭｰﾛｰ 

○商工観光課 

海外との食を通した交流を行います。

（再掲№4）【新規】  実施 継続 → → → 

□渥美半島観光ﾋﾞ

ｭｰﾛｰ 

○商工観光課 

42 

 

観光情報ホー

ムページの充

実 

渥美半島観光ビューローのホームペー

ジの多言語対応を行い、情報提供しま

す。 

実施 継続 → → → → 

□渥美半島観光ﾋﾞ

ｭｰﾛｰ 

○商工観光課 

43 

 

外国人向け観

光パンフレッ

トの作成 

多言語版の観光パンフレットを作成し

ます。 

※３か国語で作成：英語、中国語、韓国

語 

実施 継続 → → → → □商工観光課 
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第５章 重点施策 

 
 第４章で、計画目標を実現するために４３の主な事業を挙げてきました。第５章では、本市の

外国人住民の約７割を占め、最長３年で帰国する技能実習生が「田原は第二のふるさと」と思え

るように、また、国際結婚等による永住者の方が、言葉が通じないことや母国との生活習慣の違

いによる問題などで、地域社会とのつながりが薄れ孤立することがないように、すべての外国人

住民が地域の一員として安心して暮らせる多文化共生の地域づくりが必要であり、そのために特

に充実させたいものを重点施策として掲げました。 
 

 重点施策１ 意見交換会・意識調査の実施 

 

 重点施策２ 図書館機能の充実 

 

 重点施策３ 日本語を学習する機会の拡充 

 

 重点施策４ 災害に対する備えの充実 

 

 重点施策５ 地域コミュニティにおける交流機会の創出 
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重点施策１ 

意見交換会・意識調査の実施（主な事業１８） 

 本市には、1,255 人｛平成 25（2013）年 3 月 31 日現在｝の外国人住民が生活しています。こ

うした人たちが日常生活を送る上で、行政は必要な情報を提供することが重要となりますが、外

国人住民が必要としている情報を十分に把握できていないのが現状です。 
多文化共生を推進していくためにも、関係機関と連携し外国人住民の生活実態やニーズ等、多

文化共生に関する外国人住民と日本人住民の意識等を把握することが必要です。 
 

 
主な取り組み 
○市、市民活動団体、地域コミュニティ、技能実習生受入れ機関等との意見交換会を開催し、外

国人住民の現状把握に取り組みます。また、情報交換や意見交換を通じて、それぞれの実施主

体とのネットワークの充実を図ります。 
 
○外国人住民意識調査の実施や日本語教室などから、外国人住民が抱えている問題や課題を明ら

かにするとともに、それらを計画に反映していきます。 
 
 
目指す姿 
 関係団体との情報交換や意見交換や外国人住民の意識調査を実施することで、外国人住民のニ

ーズや生活状況を把握し、外国人住民が必要としている支援ができている。 
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重点施策２ 

図書館機能の充実（主な事業２０） 

図書館は広く市民に親しまれており、情報拠点として誰でも気軽に立ち寄れる触れ合いの場で

す。 
本市の図書館は、外国人住民も利用しやすいよう、多言語の新聞や雑誌、小説、絵本などが充

実しています。 
外国人住民にとって、図書館がそれぞれの母国についての情報や、日本で生活していくために

必要な知識や情報を得る場所であると同時に、いつ訪れても快適に利用でき、自分の居場所があ

ると感じることができる居心地のよい場であることが望まれます。また、交流イベントなどに参

加できなくても、図書館に来ている外国人住民と日本人住民の交流が自然と図られるような場と

なることが期待されます。 
 

 
主な取り組み 
○より多くの外国人住民に図書館を利用してもらうため、それぞれの母国語の図書・雑誌・資料、

日本語や日本で暮らしていくために必要な知識を習得するのに役立つ図書の収集・提供に努め

ます。 
 
○現在、図書館で開催されている既存のイベントを外国人住民が参加しやすくなるものへつなげ、

「読み聞かせが好きな方」、「言語に興味がある方」、「子育てをしている方」というように共通

点を持った人たちが交流できる機会をつくります。 
 
 
目指す姿 
 外国語書籍の充実や外国人住民も参加できるイベントの開催により、図書館に来館する外国人

住民が増え、人と人とのつながりができ、情報交換などが行われるようになっている。 
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 重点施策３ 

 日本語を学習する機会の拡充（主な事業２１） 

 言葉の壁により、日本人住民とコミュニケーションが円滑に行われなかったり、必要な情報が

適切に伝わらないために職場や地域などで問題が生じる場合があります。 
田原地区と赤羽根地区では、現在日本語教室が開催されていますが、開催場所が限られている

ため、遠くて通えない外国人住民が渥美地区に多くいます。 
 外国人住民が日本人住民とスムーズにコミュニケーションを行い、日本について理解を深める

ことができるように、日本語を学習しやすい環境づくりが必要です。 
 
 
主な取り組み 
○市内の外国人住民の約半数が渥美地区に住んでいるため、田原地区や赤羽根地区だけでなく、

渥美地区に住む外国人住民にも日本語を学習できる場が提供できるよう、近隣大学などの協力

を得て、日本語教室の開催場所や時間帯をより利用しやすいものとするため、日本語教室の増

加を図ります。また、既存の日本語教室の周知に努めます。 
 
○場所・時間等の問題から、日本語教室に通えない外国人住民も多いことから、図書館の日本語

学習に関する書籍の充実や、自宅でも日本語の学習ができるよう、インターネット上で公開さ

れている日本語学習コンテンツの紹介、情報提供を行います。 
 
○地域における日本語教室の拡充を図るため、定期的に日本語ボランティア養成講座やフォロー

アップ研修を開催するなど、外国人住民に日本語を教える日本語ボランティアのスキルアップ

を図ります。 
 
目指す姿 

日本語教室のスタッフとして活躍する人が増加することで、日本語教室の拡充が図られ、より

多くの外国人住民が日本語教室に通えるようになっている。そして、日本語を理解し日本語教室

のスタッフ一員として活躍する外国人住民が増えている。 
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 重点施策４ 

 災害に対する備えの充実（主な事業２８、２９） 

 ●緊急・災害時の情報伝達手段の多言語化等 
 ●防災意識の啓発 
 災害時には外国人住民も日本人住民も同じ被災者となり、言葉の壁や習慣の違いから避難所で

混乱が生じるかもしれません。また、災害情報の入手が困難となるなど、災害弱者になりやすい

という問題があります。一方で、外国人住民が支援活動を行うという事例もあり、災害時に他の

要援護者とは異なり、必要な情報が正確に伝われば的確に行動することができ、地域に住む外国

人住民が支援者となり得る可能性があります。 
近い将来、大規模な災害が予想されている本市において、外国人住民が災害発生時に迅速に対

応できるよう、防災意識の啓発や防災訓練が必要です。 
また、在住外国人だけでなく外国人旅行者も含めた情報提供や支援体制の整備が重要です。 
 
 

主な取り組み 
○地域の防災訓練の情報発信方法を考え、技能実習生受入れ機関や地域コミュニティとの連携に

より、技能実習生を始めとする外国人住民に対し、地域の防災訓練への参加を促進するための

仕組みづくりに取り組みます。 
 
○災害時に外国人住民に必要な情報が伝わるよう、多言語や「やさしい日本語」による情報提供

を行います。 
 
目指す姿 
技能実習生受入れ機関や雇用主を通して、外国人住民に対して防災訓練の情報提供ができるよ

うになることで、地域の防災訓練に参加する外国人住民が増えるなど、防災に対する意識が啓発

されている。 
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 重点施策５ 

 地域コミュニティにおける交流機会の創出（主な事業３４） 

 多文化共生を推進していくには、日本人住民の意識啓発とともに、外国人住民が地域の住民と

しての自覚を持ち、積極的に地域社会へ参画することが大切です。しかし、地域の活動や行事に

参加している外国人住民は多くありません。 
外国人住民の中には、機会があれば地域に住む日本人住民と交流したいと思っている人もいま

す。受入側である日本人住民が多文化共生に対しての認識を高め、外国人住民が地域行事に参加

しやすい環境づくりが必要です。 
 
 
主な取り組み 
○あいさつはコミュニケーションの基本であり、地域における相互理解や「顔の見える関係」を

築くきっかけにもなります。そのため、多文化共生の地域づくりの一環として、「あいさつ運

動」を推進していきます。 
 
○機会があれば地域に住む日本人住民と交流したいと思っている外国人住民に対し、地域行事に

参加できる機会を提供するため、情報提供の仕組みづくりを図ります。 
 
 
目指す姿 
 地域の行事や自治会活動に参加する外国人住民が増え、日本人住民とのコミュニケーションが

促進され、地域の一員として相互理解と共生が図られている。 
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第６章 計画の推進体制 

 
 国際化・多文化共生を推進するためには、行政だけでなく、各主体がそれぞれの責任と役割を明

確にして、協働により取り組むことが求められます。   

１ 推進主体 

（１）市民・市民活動団体 

  地域における人と人との交流を深めていく最も基本的な主体は、市民であり、また市民により

構成されている市民活動団体です。国際化や多文化共生を推進するためには、こういった市民活

動団体のみならず、市民が積極的に参加し、市民活動団体と協働して活動を行っていくことが望

まれます。市民活動団体においては、それぞれの団体が持つ知識や経験、ネットワークを活用し、

さらなる活動の拡充を図り、さまざまな活動を展開していくことが期待されます。 
 

（２）事業者・経済団体 

 外国人を雇用している企業・事業者は、外国人就労者の人権を尊重と適正な労働・就労環境づ

くりのため、コンプライアンス（法令等遵守）に努めるとともに、日常生活に関する支援を行う

ことが求められます。 
 また、地域社会とのつながりが少なくなりがちな外国人就労者を、地域の行事等に参加させる

など、地域社会とつながるような働きかけを促進することが期待されます。  
 
（３）市 

 市は、国際化・多文化共生を推進する主体として、国際化に対応するための都市基盤整備や社

会基盤整備を、国・県等と進めるとともに、姉妹友好都市等の交流や国際協力活動、人材の育成、

多文化共生社会の形成などに積極的に取り組み、本計画の推進に関する施策を積極的に進めてい

きます。 
  また、市民、市民活動団体、事業者などとよりよい協働関係を築きながら、市内全体の国際化・

多文化共生の総合的な施策の推進を図ります。 
  文化的背景の異なる外国人住民も地域コミュニティの一員として社会参画できるよう、地域コ

ミュニティとも協働しながら、国際化・多文化共生を通した魅力あるまちづくりに努めていきま

す。 
 

２ 推進体制 

（１）市民や団体、事業者、関係機関等との連携・協働 

 外国人住民の生活支援など、多文化共生の地域づくりのための事業の推進や課題解決には、市

民や市民活動団体、関係する事業者等との連携が重要な役割を持ちます。 
本計画に基づく事業の推進に当たっては、日本人住民、外国人住民、学校、行政など様々な主

体と協力・連携しながら協働で取り組みます。 
 
（２）施策の進行管理 

  市役所内で組織する「田原市国際化・多文化共生推進計画ワーキング・グループ」を活用し、
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毎年度、各部署が実施する国際化・多文化共生に関する事業の把握と進捗状況の確認を行い、本

計画の着実な推進を図ります。 
 
 （３）定期的な意見交換会と意識調査 

 外国人住民のニーズや課題を共有するため、関係機関との意見交換会や外国人に関する市民意

識調査を定期的に実施することを検討します。 
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